
主な競技のサブアリーナにおけるコート配置イメージ

◆１,８８０㎡（４７ｍ×４０ｍ）の規模で整備できれば，国体基準でバスケットボール及びバレーボールのコートを２面配置できる。

◆この規模であれば，剣道，柔道及び空手道の試合場が，概ね６面配置できる。

◆この規模であれば，バドミントンのコートが１０面，卓球台が１２台配置できる。

◆この規模のサブアリーナを整備すれば，メインアリーナと同時に別の大会を開催することが可能となる。

◆政令市の拠点体育館において，１,８００㎡以上のサブアリーナを整備している例は無い。また，近年，１０万人以上の市で整備された拠点体育館においても同様である。

●バスケットボール　２面 ●バレーボール（６人制・９人制女子）　３面 ●バレーボール（９人制男子）　３面
1，786㎡（47ｍ×38ｍ） 1，760㎡（44ｍ×40ｍ）

●剣道　６面 1，584㎡（48ｍ×33ｍ） ●柔道　６面 1，472㎡（46ｍ×32ｍ） ●空手道　６面 1，728㎡（48ｍ×36ｍ）

●バドミントン　１０面 1，728㎡（42.5ｍ×32.8ｍ） ●卓球　１２台 1，564㎡（46ｍ×34ｍ）

※コートの配置は第７３回国民体育大会競技施設基準を適用。ただし，バレーボール（９人制）は，第６７回の基準を適用。

※ウォームアップエリアを設けない場合は，1,496㎡（44ｍ×34ｍ）

※ウォームアップエリアを設けない場合は，1,739㎡（47ｍ×37ｍ）
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※コート間の基準を確認できなかったため，剣道と同じ３ｍと仮定して配置
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